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(57)【要約】
【課題】運転時に毎回清掃を行い羽根に付着・体積する
塵埃を防ぎ、羽根に付着した塵埃を除去する天井扇を提
供することを目的とする。
【解決手段】本体１にファンモーター２と、このファン
モーター２に接続され風を送る羽根３と、この羽根３の
上面の根元から先端に設けたレール４と、前記羽根３を
幅方向に挟み込み前記レール４上を移動する可動手段６
と、この可動手段６に前記羽根３の回転方向の風を受け
る風受板７と、前記可動手段６に羽根３の両幅の塵埃を
除去する除去手段８と、前記ファンモーター２を制御す
る制御手段５を備え、羽根３の正回転、逆回転に従い風
受板７で受けた風により可動手段６は羽根３の根元から
先端間のレール４上の移動を行うと共に除去手段８によ
り羽根３に付着した塵埃を除去することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ファンモーターと、このファンモーターに接続され風を送る羽根と、この羽根の上面の根
元から先端に設けたレールと、前記羽根を幅方向に挟み込み前記レール上を移動する可動
手段と、この可動手段に前記羽根の回転方向の風を受ける風受板と、前記可動手段に羽根
の両幅の塵埃を除去する除去手段と、前記ファンモーターを制御する制御手段とを備え、
羽根の正回転、逆回転に従い風受板で受けた風により可動手段は羽根の根元から先端間の
レール上の移動を行うと共に除去手段により羽根に付着した塵埃を除去することを特徴と
する天井扇。
【請求項２】
可動手段にレール上を移動する車輪を備えたことを特徴とする請求項１記載の天井扇。
【請求項３】
車輪の中心を貫通する軸の両端に回転しながら羽根の塵埃を除去する回転除去手段を備え
、回転手段が回転するときに羽根の両端の塵埃を除去することを特徴とする請求項２記載
の天井扇。
【請求項４】
ファンモーターに接続された羽根の角度が根元の水平位置より羽根の先端を高い位置にし
た羽根を備え、羽根の回転に従い除去手段は羽根の根元から先端方向に移動し、羽根が停
止したとき羽根の根元に戻ることを特徴とする請求項３記載の天井扇。
【請求項５】
羽根の根元に除去手段に付着した塵埃を取り除く清掃手段を備えたことを特徴とする請求
項３から４のいずれか一つに記載の天井扇。
【請求項６】
清掃手段の下端に塵埃回収手段を備えたことを特徴とする請求項５記載の天井扇。
【請求項７】
制御手段と、可動手段の床面側に磁石と、本体に磁気を検知する検知手段と、発光手段を
備え、可動手段が所定の位置に戻ったとき発光手段を点灯することを特徴とする請求項１
から６のいずれか一つに記載の天井扇。
【請求項８】
制御手段と、可動手段の床面側に磁石と、本体に磁気を検知する検知手段と、報知手段を
備え、可動手段が所定の位置に戻ったとき報知手段を鳴動することを特徴とする請求項１
から６のいずれか一つに記載の天井扇。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天井扇の羽根に付着した塵埃の除去に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の羽根の清掃装置として、所定の周期で回転羽根を回転させてその羽根に
付着した塵埃を脱落させて除去することを特徴とするものが知られていた（例えば特許文
献１参照）。
【０００３】
　以下、羽根の清掃装置について図１１を参照しながら説明する。
【０００４】
　図１１に示すように、ダクト１０１と、このダクト１０１内にその長手方法に沿って複
数の回転羽根１０２と、駆動モーター１０３とにより構成されている。
【０００５】
　駆動モーター１０３による回転羽根１０２の正転時、高速回転している回転羽根１０２
にダクト１０１内を流れる気流の塵埃が衝突してその表面に塵埃が付着する。回転羽根１
０２に付着・堆積した塵埃の量が或る量に達する前に、所定の周期で回転羽根１０２の回
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転を逆転させるように駆動する。これによって、回転羽根１０２が空気と衝突する領域が
剥がれやすくなり、清掃作用が行われ、回転羽根１０２の定期掃除の周期を延長すること
ができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平３－１５０３８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このような従来の図１１の羽根の清掃装置では、羽根の逆回転により空気と衝突する領
域が剥がれやすくなるだけであり、羽根に付着した塵埃が十分除去できず定期掃除の周期
を延長することはできるが煩雑な定期清掃を行わなければならないという課題がある。ま
た、天井扇においては、高所取り付けのため容易に羽根の清掃ができないため、羽根に付
着した塵埃を自動で除去することが要求されている。
【０００８】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、運転時に毎回清掃を行い羽根に付着・体
積する塵埃を防ぎ、羽根に付着した塵埃を除去する天井扇を提供することを目的としてい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の天井扇は、上記目的を達成するために、ファンモーターと、このファンモータ
ーに接続され風を送る羽根と、この羽根の上面の根元から先端に設けたレールと、前記羽
根を幅方向に挟み込み前記レール上を移動する可動手段と、この可動手段に前記羽根の回
転方向の風を受ける風受板と、前記可動手段に羽根の両幅の塵埃を除去する除去手段と、
前記ファンモーターを制御する制御手段とを備えた構成としたものである。
【００１０】
　この手段により、羽根の正回転、逆回転に従い風受板で受けた風により可動手段は羽根
の根元から先端間のレール上の移動を行うと共に除去手段により羽根に付着した塵埃を除
去することができ所期の目的を達成することができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、ファンモーターと、このファンモーターに接続され風を送る羽根と、
この羽根の上面の根元から先端に設けたレールと、前記羽根を幅方向に挟み込み前記レー
ル上を移動する可動手段と、この可動手段に前記羽根の回転方向の風を受ける風受板と、
前記可動手段に羽根の両幅の塵埃を除去する除去手段と、前記ファンモーターを制御する
制御手段を備えたものであり、羽根の正回転、逆回転に従い風受板で受けた風により可動
手段は羽根の根元から先端間のレール上の移動を行うと共に除去手段により羽根に付着し
た塵埃を除去することができるという作用を有し、羽根に付着した塵埃を除去する天井扇
を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施の形態１の天井扇の構成を示す側面概略図
【図２】同実施の形態１の天井扇の構成を示す側面概略図
【図３】同実施の形態１の天井扇の構成を示す側面概略図
【図４】同実施の形態１の天井扇の構成を示す側面概略図
【図５】同実施の形態２の天井扇の構成を示す側面概略図
【図６】同実施の形態３の天井扇の構成を示す下面概略図
【図７】同実施の形態３の天井扇の構成を示す側面概略図
【図８】同実施の形態４の天井扇の構成を示す下面概略図
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【図９】同実施の形態４の天井扇の構成を示す側面概略図
【図１０】同実施の形態４の天井扇の構成を示す側面概略図
【図１１】従来の回転羽根車のブレードの構成図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の請求項１記載の発明は、ファンモーターと、このファンモーターに接続され風
を送る羽根と、この羽根の上面の根元から先端に設けたレールと、前記羽根を幅方向に挟
み込み前記レール上を移動する可動手段と、この可動手段に前記羽根の回転方向の風を受
ける風受板と、前記可動手段に羽根の両幅の塵埃を除去する除去手段と、前記ファンモー
ターを制御する制御手段を備えたものであり、羽根の正回転、逆回転に従い風受板で受け
た風により可動手段は羽根の根元から先端間のレール上の移動を行うと共に除去手段によ
り羽根に付着した塵埃を除去することができるという作用を有し、羽根に付着した塵埃を
除去する天井扇が得られる。
【００１４】
　また、請求項２記載の発明は、可動手段にレール上を移動する車輪を備えたものであり
、レール上をスムーズに移動し羽根に付着した塵埃を除去することができるという作用を
有し、レール上をスムーズに移動し羽根に付着した塵埃を除去する天井扇が得られる。
【００１５】
　また、請求項３記載の発明は、車輪の中心を貫通する軸の両端に回転しながら羽根の塵
埃を除去する回転除去手段を備えたものであり、回転手段が回転するときに羽根の両端の
塵埃を除去することができるという作用を有し、回転手段が回転するときに羽根の両端の
塵埃を除去する天井扇が得られる。
【００１６】
　また、請求項４記載の発明は、ファンモーターに接続された羽根の角度が根元の水平位
置より羽根の先端を高い位置にした羽根を備えたものであり、羽根の回転に従い除去手段
は羽根の根元から先端方向に移動し、羽根が停止したとき羽根の根元に戻ることができる
という作用を有し、羽根の回転に従い除去手段は羽根の根元から先端方向に移動し、羽根
が停止したとき羽根の根元に戻り羽根の両端の塵埃を除去する天井扇が得られる。
【００１７】
　また、請求項５記載の発明は、羽根の根元に除去手段に付着した塵埃を取り除く清掃手
段を備えたものであり、除去手段に付着した塵埃を取り除くことができるという作用を有
し、除去手段に付着した塵埃を取り除く天井扇が得られる。
【００１８】
　また、請求項６記載の発明は、清掃手段の下端に塵埃回収手段を備えたものであり、除
去手段から取り除かれた塵埃を回収することができるという作用を有し、除去手段から取
り除かれた塵埃を回収することができる天井扇が得られる。
【００１９】
　また、請求項７記載の発明は、制御手段と、可動手段の床面側に磁石と、本体に磁気を
検知する検知手段と、発光手段を備えたものであり、可動手段が所定の位置に戻ったとき
発光手段を点灯するという作用を有し、可動手段が所定の位置に戻ったとき発光手段を点
灯する天井扇が得られる。
【００２０】
　また、請求項８記載の発明は、制御手段と、可動手段の床面側に磁石と、本体に磁気を
検知する検知手段と、報知手段を備えたものであり、可動手段が所定の位置に戻ったとき
報知手段を鳴動するという作用を有し、可動手段が所定の位置に戻ったとき報知手段を鳴
動する天井扇が得られる。
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００２２】
　（実施の形態１）
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　図１は本願発明における天井扇の構成を示す側面概略図、図２から図４は可動手段の側
面概略図である。図１および図２に示すように、天井に吊り下げられた本体１のファンモ
ーター２には放射状に羽根３が連結される。羽根３の上面には羽根３の根元から先端にレ
ール４が設けられている。本体１内に設けた制御手段５は、リモコンなどから入力された
信号に応じてファンモーター２の回転数を制御する。
【００２３】
　また、図２に示すように羽根３のレール４上を移動する可動手段６は羽根３の幅方向を
挟み込む形状で形成されている。可動手段６の上面には羽根３の回転方向の風を受け可動
手段６をレールに沿って移動させる風受板７が設けられている。可動手段６の両側には羽
根３の両幅に付着する塵埃を除去する除去手段８としてブラシが設けられている。
【００２４】
　また、図３に示すように可動手段６はレール４上を移動する車輪９を設けている。
【００２５】
　また、図４に示すように車輪９の中心を貫通する軸の両端に車輪９の回転に応じて回転
する回転除去手段１０としてブラシが設けられている。
【００２６】
　上記構成において、リモコンなどから正回転の運転信号を制御手段５が受信すると、制
御手段５はファンモーター２を正回転の方向に回転するように制御する。羽根３の回転数
の増加に伴い可動手段６の上面にある風受板７は正回転方向の風を受けることとなる。風
受板７に正回転の風を受けることにより可動手段６は羽根３の上面のレール４に沿って羽
根３の先端方向に移動していく。可動手段６の移動とともに可動手段６の除去手段８は羽
根３の両幅を掃きながら塵埃を除去する。リモコンなどから運転停止信号を制御手段５が
受信すると、制御手段５はファンモーター２をあらかじめ定められた時間の間、逆回転の
方向に回転した後、運転停止する制御を行う。羽根３の逆回転に伴い可動手段６の上面に
ある風受板７は逆回転方向の風を受けることとなる。風受板７に逆回転の風を受けること
により可動手段６は羽根３の上面のレール４に沿って羽根３の先端から羽根の根元方向に
移動していく。可動手段６の移動とともに可動手段６の除去手段８は羽根３の両幅を掃き
ながら塵埃を除去する。可動手段６が羽根３の根元に移動した後、ファンモーター２の運
転を停止する。このように制御することにより羽根３の正回転、逆回転に従い風受板７で
受けた風により可動手段６は羽根３の根元から先端間のレール４上の移動を行うと共に除
去手段８により羽根３に付着した塵埃を除去することができる天井扇が得られる。
【００２７】
　また、車輪９によりレール４との接触抵抗が軽減され羽根３が低回転でも可動手段６の
移動が可能となり除去手段８により羽根３に付着した塵埃を除去することができる天井扇
が得られる。
【００２８】
　また、車輪９の回転に応じて回転除去手段１０が回転しながら羽根３に付着した塵埃を
除去することができる天井扇が得られる。
【００２９】
　なお実施の形態１ではレール４を一本としたが複数のレールを設けても同様の作用効果
をもたらす。
【００３０】
　（実施の形態２）
　次に、本発明の実施の形態２について図面を参照しながら説明する。なお、実施の形態
１と同一のものは同一番号を付し、その詳細な説明を省略する。図５は天井扇の構成を示
す側面概略図である。
【００３１】
　図５に示すように図１から図４の構成に加えて羽根Ａ１１を５から１０度の角度で羽根
Ａ１１の水平位置より羽根Ａ１１の先端が高くなるように構成する。
【００３２】
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　上記構成において、リモコンなどから正回転の運転信号を制御手段５が受信すると、制
御手段５はファンモーター２を正回転の方向に回転するように制御する。羽根Ａ１１の回
転と共に遠心力の増加により可動手段６は羽根Ａ１１の上面のレール４に沿って羽根Ａ１
１の先端方向に移動していく。可動手段６の移動とともに可動手段６の除去手段８は羽根
Ａ１１の両幅を掃きながら塵埃を除去する。リモコンなどから運転停止信号を制御手段５
が受信すると、運転を停止する制御を行う。回転が停止すると、羽根Ａ１１の傾斜に沿っ
て可動手段６は羽根Ａ１１の根元に移動することとなる。このように制御することにより
羽根Ａ１１の正回転および停止するときに可動手段６は羽根Ａ１１の根元から先端間のレ
ール４上の移動を行うと共に除去手段８により羽根Ａ１１に付着した塵埃を除去すること
ができる天井扇が得られる。
【００３３】
　（実施の形態３）
　次に、本発明の実施の形態３について図面を参照しながら説明する。なお、実施の形態
１から２と同一のものは同一番号を付し、その詳細な説明を省略する。図６は天井扇の構
成を示す下面概略図、図７は天井扇の構成を示す側面概略図である。
【００３４】
　図６に示すように、図１から図５のいずれかの構成に加えて羽根３の根元に除去手段８
に付着した塵埃を取り除く清掃手段１２として凸形状の突起を備えた構成とする。
【００３５】
　また、図７に示すように、図１から図６のいずれかの構成に加えて羽根３の清掃手段１
２の下方に清掃手段１２から擦り取られた塵埃を貯める空間を有した塵埃回収手段１３を
本体１に備えた構成とする。
【００３６】
　上記構成において、リモコンなどからの運転信号により可動手段６が羽根３の先端に移
動するとき除去手段８は清掃手段１２を乗り越えることとなる。また、図５の天井扇にお
いて、リモコンなどから運転停止信号を制御手段５が受信すると羽根Ａ１１の回転が停止
する。羽根Ａ１１の停止に伴い可動手段６は羽根Ａ１１の傾斜に沿って移動する。可動手
段６が羽根Ａ１１の根元に戻るとき除去手段８は清掃手段１２を乗り越えることとなる。
同様に、図７の天井扇においてはリモコンなどから運転停止信号を制御手段５が受信する
と、羽根３の逆回転に伴い風受板７に逆回転の風を受ける。そして可動手段６は、羽根３
の上面のレール４に沿って羽根３の先端から羽根の根元方向に移動するとき除去手段８は
清掃手段１２を乗り越えることとなる。清掃手段１２を乗り越えるとき除去手段８に付着
した塵埃は清掃手段１２により擦り取ることができる。
【００３７】
　また、清掃手段１２により擦り取られた塵埃は下に落下し清掃手段１２の下方にある塵
埃回収手段１３に貯められることとなる。
【００３８】
　　（実施の形態４）
　次に、本発明の実施の形態４について図面を参照しながら説明する。なお、実施の形態
１から３と同一のものは同一番号を付し、その詳細な説明を省略する。図８は天井扇の構
成を示す下面概略図、図９および図１０は天井扇の構成を示す側面概略図である。
【００３９】
　図８に示すように、図１から図７のいずれかの構成に加えて可動手段６の床面側に磁石
１４と塵埃回収手段１３に可動手段６の磁気を検知する検知手段１５としてホールＩＣが
設けられ制御手段５と接続されている。本体１の下端には発光手段としてＬＥＤが設けら
れ制御手段５と接続されている。
【００４０】
　また、図１０に示すように図１から図８のいずれかの構成に加えて本体１の下端には報
知手段１７としてブザーが設けられ制御手段５と接続されている。
【００４１】
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　上記構成において、リモコンなどから運転停止信号を制御手段５が受信すると、運転を
停止する制御を行う。可動手段６が羽根３の根元の所定の位置に戻ると、可動手段６の磁
石１４の磁気を検知手段１５が検知し制御手段５が信号を受ける。制御手段５は、発光手
段１６を発光し可動手段６が所定の位置に戻ったことを知らせる。また、運転停止の制御
が行われても所定時間可動手段６の磁石１４の磁気を検知しなかった場合には、可動手段
６に異常があると判断し発光手段１６を点滅し異常を知らせることができる。
【００４２】
　また、天井扇は高所に取り付けられるため発光手段１６の制御に合わせ報知手段１７を
鳴動して使用者に知らせることができる。
【産業上の利用可能性】
【００４３】
　送風装置等にも適用できる。
【符号の説明】
【００４４】
　１　　本体
　２　　ファンモーター
　３　　羽根
　４　　レール
　５　　制御手段
　６　　可動手段
　７　　風受板
　８　　除去手段
　９　　車輪
　１０　回転除去手段
　１１　羽根Ａ
　１２　清掃手段
　１３　塵埃回収手段
　１４　磁石
　１５　検知手段
　１６　発光手段
　１７　報知手段
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